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失敗事例のタイトル  
耐食成分含有量低下による反応槽の孔食発生 

一次原因（材料要素）  
孔食、局部腐食 

機種  
反応槽、撹拌機付反応槽 

部品  
缶体 

材料  
SUS304L、オーステ
ナイト系ステンレス

鋼 

概略の寸法  
 

損傷発生時の状況  
最近製作し使用を開始した SUS304L製の大型反応槽に使用開始１年で無数の孔食が発生した。約 15年前から
使用中の同種の反応槽にはこのような孔食は見られない。使用条件は pH7.0、Cl-濃度 0.6％、空気飽和、温度
30℃である。 

調査内容とその結果  
使用環境が全く同一、同鋼種のステンレス鋼にもかかわらず耐食性に差があるため、新、旧両反応槽に使用さ

れている SUS304Lの化学成分を調査した。 
      C     Si   Mn    P      S      Ni      Cr 
新  0.021  0.65  0.91  0.036	
 0.014   9.97    18.37 
旧	
 0.029  0.58  1.45  0.015  0.019  11.13    18.83 
この結果、Crが若干、Niが大幅にその含有量を減らしていることが明かになった。 
損傷発生のシナリオ  
新規に製作した反応槽では Cr、および Ni の含有量が低下していたため、従来の使用実績で確認されている耐
孔食性が再現されず、使用条件が全く同一にもかかわらず孔食発生に至った。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
(1)材料購入時ミルシートの確認 
(2)成分指定による適正材料の調達 
(3)１ランク上の材料への材質変更 
教訓  
製鋼技術の向上、コストダウン要請の強化などから近年の市販ステンレス鋼は耐食成分が規格の下限ぎりぎり

に制御されていることを認識し、材料選定、調達などの際適切に対処することが必要である。 

備考  
 

失敗の主要因 誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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